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＜連絡事項＞
・特になし。

＜患者様連絡事項＞
・森田　清助様～センノシド錠（12）3T 1×1/vds　7日分処方となっている。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　IF：便秘時）ピコスルファート内用液10～15滴指示あり。

＜要注目患者様＞
・泉川　ケイ子様～各食全量摂取。拒薬なし。他者との交流はないが、スタッフ対面時表情穏やか。不機嫌さや問題行動なし。

・板橋　利美様～各食1/4の摂取量を継続している。隠れ飲水はみられず、間食や飲水量の調整に対する不満言動もなし。

・森田　清助様～排便-6日目にて腹部膨満感を訴える。主治医報告、指示にてGE60ml施行するも反応便見られず。その後は苦痛症状の増強はなく、表情穏やかに他者交流見られている。

＜村上Dr.診察情報＞
・大村　廣志様～腹部膨満感、胸部不快感、歩行時のふらつき訴えあり。主治医より腹水貯留時早期対応できるよう、毎日体重測定を行い、2㎏以上増加時はDr．報告との指示あり。処方変更なし。

・高橋　康満様～指示・処方変更なし。

・中野渡　鉄男様～指示・処方変更なし。

・田端　和行様～指示・処方変更なし。

・十日市　利喜様～現在服用している薬のせいで不調になることはないと主治医からも説明あり。「頭の神経が…」と訴えあり。指示・処方変更なし。

＜皮膚科診察情報＞
・十日市　利喜様～特変なし、同前処置。

・大村　廣志様～発赤、硬結、軽度、同前処置。Rp）ゲンタマイシン軟膏1本

・淡路　智恵子様～①右臀部に掻痕（+）→テラマイシン軟膏塗布②両趾爪特変なし　同前処置。Rp）テラマイシン軟膏1本

・船場　幸子様～特変なし、同前処置。

・向井　敦子様～特変なし。爪を剪る。同前処置。

・續石　啓介様～臀部、陰股部発赤。痒みあり。→エキザルベ塗布他部位同前処置。
Rp）①エキザルベ1本 ②アズノール軟膏1本

・山谷　由香様～特変なし、同前処置。

・島守　淳様～特変なし。同前処置。

・高橋　康満様～漸次軽快、同前処置Rp①タベジール2T、プレドニゾロン（5）2T　2×1/7日分②デルモゾール軟膏3本

・船田　泰子様～①左アキレス腱部の表皮剥離面、治癒②右手背発赤局面　デルモゾールDPクリーム③両下腿浮腫（+）Rp①シスタゾール（50）2T　2×1/7日分
